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研究成果の概要（和文）：　韓国における畜産経営はわが国と類似しているが、リスクマネジメントという視点
からすると家畜保険は、デンマークにおける制度と多くの点で共通性を有する。畜産経営において飼養頭数が数
10頭から数100頭におよぶようになると、年間数頭の家畜が、疾病等によって死亡する事故は稀な事故とはいえ
ない。これは我々のシミュレーション分析から明らかである。大規模酪農経営にとって何が外部化しなければな
らないリスクなのかを明確にすることは、制度設計において重要である。
　家畜損防事業強化のために、デンマークにおけるような家畜疾病に関するデータベース構築は有効である。こ
れを用いて生産獣医療を充実させることが重要である。

研究成果の概要（英文）：The livestock production in South Korea is mainly based on family farming 
and it is relatively similar to that of Japan, however, the livestock insurance system of South 
Korea is common to livestock insurance in Denmark in many respects from the viewpoint of risk 
management. It is not uncommon for a few dairy cows to die each year in a dairy farming run with 
hundreds of cows. This is clear from our simulation analysis. For large-scale dairy farming, it is 
important in institutional design to clarify what is the risk that must be externalized.
Database construction for livestock diseases like in Denmark is effective for strengthening 
livestock damage prevention business. It is necessary to make use of this and to enhance production 
medicine for the loss prevention business and improve animal production.

研究分野：農業経済学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　わが国の家畜共済は、戦前からの長い歴史を有するものであり、わが国畜産の発展に大きく寄与するものであ
った。しかし、過去数10年の畜産農業の構造変化(畜産の専門化、大規模化)の中で、畜産経営が外部化しなけれ
ばならないリスクが変化してきており、それに合わせて家畜共済制度もその見直しが必要であると考えられる。
　韓国やベトナム、さらにはデンマークにおける制度は、民間企業がかかわっており、制度の持続性と保険市場
の存在を考える上で参考になる事例であるといえる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
 家畜共済制度に関する調査研究は、これまでのところ必ずしも十分とはいえない。しかし、
大規模化・企業化した畜産経営の経営が安定するために、損害防止対策への期待はますます高
まってきており、早急に対策をとる必要があること、また、これは所得補償対策と両立するも
のであり、経営の効率化にも貢献するものと考えられる。 
 申請課題開始以前に、北海道十勝地域の士幌町において、共済事業と乳検事業、農協営農指
導事業等が、一体的に整備され、管理獣医療として農家にサービスが提供されており、家畜の
共済価額に対する事故率（実質被害率）も顕著に低いことが明らかになった。また、ベトナム
における酪農調査では、家畜保険制度がパイロット事業ながら民間企業によって提供されてい
ることが明らかになり、家畜保険（共済）制度の多様性の存在が示唆された。現状の家畜共済
制度を、管理獣医療充実の方向で再編・高度化することで、大規模企業的畜産経営のニーズに
応え、畜産経営の効率化に資することが可能であると考えられた。 
 
２．研究の目的 
 
 家畜病傷死廃事故対応の保険化とは、農業共済組合等にかわって民間企業等が事故対応サー
ビスを提供することを指す。(1)現在の農業共済組合による家畜共済事業は、損害防止事業の充
実がなければ、大規模化・企業化した畜産経営体の期待に十分に応えることができない。(2)
そのためには畜産経営体に対する様々なサービスを統合した、管理獣医療体制の導入が必須で
ある。(3)管理獣医療体制導入のために、民間事業者の家畜保険市場への参入を含め検討する必
要がある。以上の点を調査・研究によって明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 
(1)日本、ベトナム、韓国、デンマークの酪農保険（共済）制度の比較により、民間企業による
家畜保険サービス提供の可能性について検討する。 
(2)酪農経営規模、家畜疾病の特性、酪農家の企業性等の違いと家畜保険（共済）制度の対応を
検討し、比較制度論の視点から分析する。 
 
４．研究成果 
 
 家畜共済制度の保険化を考える場合、
畜産農家にとってのリスクは何か、とい
う事を解明することと、そのリスクをマ
ネジメントする手法として家畜保険は
有効なのか、という点を明らかにするこ
とが重要である。韓国における畜産経営
は、わが国と比較的構造が似ている家族
経営を主体としているが、そこで導入さ
れている畜産保険制度は、リスクマネジ
メントという視点からは、デンマークに
おける家畜保険と多くの点で共通性を
有するものであった。しかしながら病傷
対応という点では、韓国内の研究者から
も問題点が指摘されている。リスクマネ
ジメント手法としての家畜共済のあり
方を明確にする上で重要な知見である
と考えられる。 
 家畜死廃事故、病傷事故を減少させる
ことは、家畜保険(共済)加入者にとって
も、また家畜保険事業者にとっても望ましいことであるはずである。しかしわが国の家畜共済
制度では、この点が制度的(インセンティブの体系として)に明確になっていない。その改善方
向として士幌町の家畜共済制度には注目すべき点が多い。同町共済事業は、損防事業に力を入
れ、かつ、組合員の中には死廃事故除外での加入者も多い。同町の共済制度は、経営の安定の
ため十勝農業共済組合と合併したが、今後の共済利用について引き続き検討するべきである。 
 家畜共済および家畜保険制度は、畜産経営体における経営上のリスクを外部化し、経営を安
定させるための制度である。畜産経営において飼養頭数が数 10頭から数 100 頭におよぶように
なると、年間数頭の家畜が、疾病等によって死亡する事故は稀な事故とはいえない。この点は
我々の価値共済調査およびシミュレーションによって明らかにされた。 
 家畜共済の保険化のためには、畜産経営体にとって何が外部化しなければならないリスクな
のかを明確化することである。参考になると考えられるのがデンマークの家畜保険制度である。
ここで特徴的なのは畜産経営にとってのリスクを、短期間に複数等の家畜が死亡することに限
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定している点である。これにより畜産経営が安定するとともに、民間企業が事業を提供できる。 
 この制度を導入するために、デンマークでは乳牛個体移動、疾病暦、乳検、等のデータベー
スが統合されており、家畜保険を提供する企業がこれにアクセスすることで、保険に加入しよ
うとする酪農経営体の事故率を正確に計算し、公平な家畜保険サービスを提供できるようにな
っている。同時にこのデータベースに獣医師もアクセスすることが許可されており、適切な獣
医療サービスの提供に活用している。このような生産獣医療の充実が家畜保険サービスを支え
ていると言える。 
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